




















































































































































































































































































































































































み，まとまった研究書も出されている。例えば，Autour du Roman Beur, Immigration et Identité, (Michel 
Laronde, L’Harmattan, 1993), Littératures des Immigrations, Etudes littéraires maghrébines No7, (sous la direction de 
Charles Bonn, L’Harmattan, 1995), La Littérature migrante dans l’espace francophone --   Belgique-France-Québec-
Suisse, (Monique Lebrun et Luc Collès, E.M.E., 2007）などが挙げられる。Beur作家の文学性について，例えば
Abdallah Mdarhri-Alaouiは，その文学性や芸術性がしばしば疑問視される傾向に触れながら，Beur作家の文体
を饒舌的飽和的文体，言語統合的文体，欠落的文体といったタイプに分類し，その芸術的特徴について分析し文
学的価値を擁護している。(«Place de la littérature <beur> dans la production franco-maghrébine», Littératures des 
Immigrations, Etudes littéraires maghrébines No7, sous la direction de Charles Bonn, L’Harmattan, 1995, pp.41-50.)
６）Azouz Begag, Le gone du Chaâba, Seuil, Point, 2005（1986）
７）Azouz Begag, Ibid., p.11.
８）Azouz Begag, Ibid., p.9.
９）Azouz Begag, Ibid., pp.102-103.
10）いわゆる「教養小説」の伝統は英語圏文学においてよく語られる。
11）ベガッグの作品の教科書採用とその波紋に関しての記事としては，例えば ”Azouz contre racine”，Le Monde, 25 
février 1988，” La prof enseignait le porno”，Minute, 16 mars 1988など。
12）Azouz Begag, Ecart d’Iidentité, Seuil, 1990
　　　ベガッグは社会学者として，このエッセイにおいて人類にとっての「移住」の意味から解き明かし，親世代が
経てきた移民体験の追想と分析から第二世代の継承と離脱の状況の検証にいたるまで，独自の視点からフランス
におけるアラブ系移民がおかれた状況を総合的に考察するとともに，今後の展望についても興味深い考察を繰り
広げている。
13）ケベックの「移民文学」については，拙著『トランスカルチュラリズムと移動文学─多元社会ケベックの移民と
文学』(真田桂子，彩流社，2006，p.298)において詳しく論じた。
〔付　記〕
　 　この論文は，平成23年度科学研究費補助金基盤研究Ｃ（課題番号21520357：「ケベックを中心とする仏語圏文学
のトランスミグランス－移民作家受容の比較研究」）を受けての研究成果の一部である。
 （2011年11月25日掲載決定）
フランスのアラブ系二世文学に見るアイデンティティの「隔たり」と克服─アズズ・ベガックの自伝的小説にそいながら─
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